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大
坂
画
壇
の
展
開
と
狩
野
派

―
―
森
狙
仙
筆
　
墨
馬
図
を
め
ぐ
っ
て
―
―

一

大
坂
は
、
日
本
最
古
の
寺
、
四
天
王
寺
が
建
立
さ
れ
、
難
波
の
宮
が
営
ま
れ
た
。
ま
た
、
難
波

の
津
も
奈
良
の
都
へ
の
入
国
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
日
本
の
重
要
な
都
市
と
し
て
早
く

か
ら
開
け
て
お
り
、
四
天
王
寺
の
ほ
か
に
も
、
住
吉
大
社
、
天
満
宮
等
の
大
き
な
寺
社
も
軒
を
連

ね
て
い
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
は
、
歴
史
の
舞
台
に
は
大
き
く
登
場

し
て
は
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

室
町
時
代
に
は
、
浄
土
真
宗
の

一
大
中
心
寺
院
石
山
本
願
寺
が
造
営
さ
れ
、
そ
の
寺
内
町
と
し

て
大
き
く
発
展
し
た
。
だ
が
、
そ
の
石
山
本
願
寺
も
天
下
統

一
を
目
指
す
織
田
信
長
に
対
抗
し

て
、　
一
一
年

（
一
五
七
〇
―

一
五
八
〇
）
に
及
ぶ
石
山
合
戦
を
展
開
し
た
。
こ
の
戦
は
結
局
、
武

力
で
は
決
着
が
つ
か
ず
正
親
町
天
皇
の
仲
介
で
和
平
が
成
立
す
る
。　
一
一
世
顕
如
は
石
山
本
願
寺

を
開
城
し
、
紀
州

へ
退
い
た
。
こ
の
時
、
石
山
本
願
寺
は
焼
失
し
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
伴

っ
て
、

殷
賑
を
極
め
た
寺
内
町
も
大
坂
の
街
も
焼
土
と
化
し
衰
退
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
統

一
し
、
石
山
本
願
寺
の
跡
に
大
坂
城
を
築

い
て
居
城
と
し

た
。
築
城
は
天
正

一
一
年

（
一
五
八
一こ

か
ら
数
年
で
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
。
秀
吉
政
権
の
中

心
と
し
て
城
下
町
が
整
備
さ
れ
、
各
地
の
商
工
業
者
も
城
下
へ
集
住
さ
せ
ら
れ
、　
一
大
城
下
町
が

出
現
し
た
。

秀
吉
が
歿
し

（慶
長
三
年

ｏ
一
五
九
八
）
、
天
下
は
徳
川
家
康
の
手
に
移
り
、
慶
長
八
年

（
一

六
〇
三
）
江
戸
に
幕
府
が
開
か
れ
た
後
も
、　
一
方
の
雄
豊
臣
家
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄
を
続
け
た

オす

こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
慶
長
二
〇
年

（
一
六

一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
家
が
減
亡
、
大

坂
城
は
落
城
し
た
。
こ
の
合
戦
で
大
坂
の
街
も
大
半
は
再
び
焼
土
と
化
し
、
住
民
の
多
く
も
四
散

し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

徳
川
家
康
は
直
に
大
坂
城
を
再
築
し
、
住
民
も
戻

っ
て
、
豊
臣
時
代
に
勝
る
大
都
市

へ
と
成
長

し
て
い
っ
た
。
徳
川
幕
府
は
大
坂
城
に
城
代
を
置
き
、
政
治
的
に
は
西
国
諸
大
名
の
監
視
等
の
拠

点
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。　
一
方
、
商
業
的
な
繁
栄
は
、
天
下
の
台
所
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
日
本

の
経
済
の
要
で
も
あ

つ
た
。

二

織
田
信
長

・
豊
臣
秀
吉
な
ど
の
天
下
人
の
画
事
を
担

っ
た
の
は
狩
野
派
の
画
家
で
あ

っ
た
。
狩

野
永
徳
、
そ
の
弟
子
狩
野
山
楽
、
永
徳
の
子
光
信

・
孝
信
ら
を
中
心
と
す
る
狩
野

一
門
の
画
家
達

で
あ
る
。
中
で
も
、
織
田
信
長
は
狩
野
永
徳
を
重
用
し
、
安
土
城
を
は
じ
め
、
豊
臣
秀
吉
の
衆
楽

第
や
大
坂
城
の
障
壁
画
制
作
に
携
わ

っ
た
。
狩
野
山
楽
も
永
徳
歿
後
、
そ
の
跡
を
継
い
で
、
豊
臣

家
の
画
事
の
中
心
に
あ

っ
た
。
永
徳
の
子
の
光
信
も
孝
信
も
、
当
初
は
豊
臣
家
関
係
の
仕
事
を
担

っ
て
い
た
。
光
信

・
孝
信
兄
弟
は
後
に
徳
川
家
の
画
事
に
重
心
を
移
し
て
行
く
が
、
山
楽
は
最
後

ま
で
豊
臣
家
に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
坂
落
城
の
際
も
城
中
に
居
た
と
い
わ
れ
、

そ
の
為
、
徳
川
方
の
落
人
狩
り
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

織
田

・
豊
臣
時
代
の
狩
野
派
の
居
宅
は
京
で
あ
り
、
仕
事
の
度
に
安
土
や
大
坂
な
ど
現
地
に

一

門
の
画
師
を
率
い
て
滞
在
し
制
作
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
狩
野
山
楽
は
豊
臣
家
の
お
抱
絵
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師
的
立
場
か
ら
大
坂
に
拠
点
を
構
え
て
い
た
と
見
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
山
楽

一
人
が
と

い
う
の
で
は
な
く
、
彼
の
養
嗣
子
狩
野
山
雪
や
弟
子
達
を
含
め
て
の

一
門
の
画
家
を
擁
し
て
の
筈

で
あ
る
。

ま
た
、
秀
吉
時
代
は
、
多
く
の
大
名
達
も
大
坂
に
屋
敷
を
構
え
て
お
り
、
豊
臣
家
の
み
な
ら
ず

各
大
名
家
に
於
け
る
画
事
も
盛
ん
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
城
下
の
商
家
な
ど
か
ら
の

注
文
も
相
当
に
あ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
た
狩
野

一
門
の
み

な
ら
ず
、
他
派
や
独
立
し
た
画
家
も
多
数
が
大
坂
に
住
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
豊
臣

時
代
の
大
坂
の
画
家
に
つ
い
て
は
、
何
ら
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

三

江
戸
時
代
に
な
り
、
大
坂
城
も
再
建
さ
れ
、
天
下
の
台
所
と
し
て

一
大
商
業
都
市
大
坂
が
次
第

に
発
展
し
江
戸

・
京
と
並
ぶ
大
都
市
に
成
長
し
た
。
石
山
本
願
寺
の
寺
内
町

・
門
前
町
の
時
代
、

豊
臣
秀
吉
の
時
代
以
上
の
繁
栄
を
誇
る
よ
う
に
な

っ
た
。
天
下
泰
平
の
世
と
な
り
、
江
戸
幕
府
の

体
制
が
整
う
の
に
伴
い
、
も
は
や
戦
乱
の
恐
れ
も
消
え
、
人
々
の
生
活
も
安
定
し
、
平
和
の
中
に

ゆ
と
り
が
生
じ
て
来
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
七
世
紀
も
中
頃
に
は
、
俳
諧
の
西
山
宗
因

（
一
六
〇
五
―

一
六
八
二
）
が
大
坂
を
中
心
に
活

躍
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
弟
子
の
井
原
西
鶴

（
一
六
四
二
―

一
六
九
三
）
が
出
て
、
好
色
物
、

雑
話
物
、
町
人
物
等
い
わ
ゆ
る
小
説
の
世
界
で
の
活
躍
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
西
鶴
の
著
作
物
は
、

版
本
の
形
で
出
版
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
出
版
と
い
う
形
で
、
自
分
の
作

品
を
多
く
世
に
出
し
た
の
は
西
鶴
が
始
め
て
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
出
版
さ
れ
た
本
を
通
じ
て
、
大
坂

・
京

・
江
戸
を
は
じ
め
広
く
世
に
知
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
著

作
物
の
多
く
に
は
、
西
鶴
自
身
の
描
い
た
挿
図
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
西
鶴
が
誰
に
付

い
て
絵

を
学
ん
だ
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
世
の
版
本
の
よ
う
に
専
門
の
絵
師
が
挿
図
を
担
当
す

る
の
で
は
な
く
、
著
者
自
身
で
あ
る
西
鶴
が
描
い
て
い
る
の
も
時
代
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
西
鶴
の
時
代
に
は
、
ま
だ
大
坂
に
は
専
門
の
絵
師
が
殆
ん
ど
居
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

西
鶴
に
続
い
て
近
松
門
左
衛
門
の
活
躍
が
展
開
さ
れ
る
。
大
坂
の
浄
瑠
璃

・
歌
舞
伎
の
世
界
に

新
風
を
送
る
脚
本
を
多
く
世
に
出
し
た
。　
一
七
世
紀
後
半
は
大
坂
の
文
化

ｏ
芸
術
が
極
め
て
活
況

を
呈
し
、
人
々
の
生
活
は
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
生
活
必
需
品
以
外
の
様
々
の
分
野
に
活
動
の
場
が

拡
大
し
て
い
く
。
中
で
も
芸
術
分
野
の
展
開
が
急
速
に
進
展
す
る
の
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
で

あ
る
。
人
々
は
戦
乱
が
無
く
な
り
経
済
的
に
も
安
定
し
た
太
平
の
世
を
謳
歌
し
、
生
活
の
中
に
広

く
楽
し
み
を
求
め
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
大
坂
の
地
で
、
宗
因
の
俳
諧
、
西
鶴
の
小

説
、
近
松
の
脚
本
と
浄
瑠
璃

・
歌
舞
伎
が
盛
ん
と
な
っ
た
。

し
か
し
、　
一
方
、
ま
だ
江
戸
初
期

一
七
世
紀
の
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
画
家
の
活
躍
は
資

料
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。
当
然
の
こ
と
狩
野
山
楽
に
学
ん
だ
で
あ
ろ
う

一
門
の
画
家
や
、
そ
の
他

の
画
家
達
も
大
坂
に
残

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
の
残
し
た
作
品
や
、
彼
ら
に
関
す
る
資
料

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。　
一
七
世
紀
は
、
ま
だ
殆
ん
ど
京
の
画
家
達
が
、
大
坂
に
お
け
る
絵
の
仕
事

の
多
く
を
担

っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、　
一
七
世
紀
も
終
わ
り
近
く
に
な

っ
て
、

ぼ
つ
ぼ
つ
大
坂
を
地
盤
と
し
た
画
家
が
出
て
き
て
、
大
坂
画
壇
の
成
立

へ
と
展
開
す
る
と
考
え
て

大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

四

大
坂
画
壇
の
展
開
は

一
八
世
紀
を
迎
え
て
と
見
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、

橘
守
国

（延
宝
七
年
―
寛
延
元
年

・
一
六
七
九
―

一
七
四
八
）
と
大
岡
春
卜

（延
宝
八
年
―
宝
暦

一
三
年

・
一
六
八
〇
―

一
七
六
三
）
の
二
人
で
あ
る
。　
一
八
世
紀
初
頭
　
一
一人
は
ち
ょ
う
ど
二
〇

歳
位
で
、
ま
だ
十
分

一
人
前
の
画
家
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ぼ
つ
ぼ
つ
画
家
と
し
て
歩

み
出
し
て
い
た
と
見
て
い
い
。

橘
守
国
は
京
の
狩
野
派
の
画
家
、
鶴
沢
探
山

（万
治
元
年
―
享
保

一
四
年

・
一
六
五
八
―

一
七

二
九
）
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
師
の
探
山
は
、
も
と
も
と
京
の
出
身
で
あ

っ
た
が
、
江
戸
へ
下

り
狩
野
探
幽
の
門
に
入
り
、
狩
野
派
の
画
技
を
修
得
し
て
探
幽
門
下
の
逸
材
と
称
さ
れ
る
ま
で
に

な

っ
た
。
そ
し
て
、
元
禄
年
間

（
一
六
八
八
―

一
七
〇
四
）
東
山
天
皇
の
勅
宣
に
よ
り
京

へ
戻

っ

た
。
東
山
天
皇
か
ら
、
狩
野
派
の
画
家
を
求
め
て
来
た
の
に
応
じ
、
探
山
が
推
挙
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
京

へ
上

っ
た
探
山
が
求
め
に
応
じ
て
描
い
た
作
品
が
、
天
皇
の
叡
慮
に
か
な

っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
探
山
の
師
探
幽
は
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
七
三
歳
で
歿
し
て
い
る
。
こ
の
時
、

探
山
は
ち
ょ
う
ど

一
七
歳

（数
え
年
、
以
下
同
様
）
で
あ

っ
た
。
は
た
し
て
探
山
が
何
歳
の
時
、

京
よ
り
江
戸
へ
出
て
探
幽
の
門
に
入

っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
村
西
崖
著

『東
洋
美
術

大
観
附
属
　
日
本
絵
画
史
』
（大
正

一
一
年
七
月
二
〇
日
改
訂
版
に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
、
狩
野
派

に
お
け
る
画
道
修
行
に
つ
い
て
、
「初
入
門
の
年
齢
は
凡
十
五
六
歳
を
常
と
し
」
と
あ
る
。
ま

た
、
橋
本
雅
邦
の

「木
挽
町
画
所
」
亀
国
華
』
第
三
号
）
に
は

「画
家
ノ
子
弟

ニ
ア
リ
テ
ハ
、
通

常
七
八
歳
ノ
頃
ヨ
リ
、
筆
ヲ
以
テ
簡
単
ノ
形
状
、
瓜
、
茄
子
等
ヲ
画
カ
シ
メ
、
其
手
腕
ヲ
自
在
ナ

ラ
シ
ム
。」
と
あ
り
、
あ
る
程
度
の
基
礎
を
身
に
つ
け
て
の
ち
、
画
所

（こ
の
場
合
、
本
挽
町
狩

野
家
）

へ
入
門
す
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
当
然
七
、
八
歳
以
後
、
数
年
を
経
て
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
先
の

一
五
、
六
歳
が

一
つ
の
基
準
で
、
も
う
少
し
早
い
場
合
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

橋
本
雅
邦
の
で
つ
七
、
八
歳
か
ら
絵
筆
を
持

っ
て
簡
単
な
形
の
も
の
を
描
く
の
は
、
画
家
の
子

供
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
鶴
沢
探
山
は
京
の
人
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
父

親
の
仕
事
や
家
系
に
つ
い
て
は
何
ら
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
京
か
ら
江
戸
へ
下

っ
て
狩
野
探
幽
の
門
に
学
ぶ
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
出
自
で
あ

っ
た
こ
と
に
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
探
山
は

一
〇
歳
過
ぎ
か
ら

一
五
歳
の
間
く
ら
い
に
探
幽
門
に
入
っ

た
と
推
定
し
て
お
こ
う
。

さ
ら
に
雅
邦
の

「木
挽
町
画
所
」
に
よ
れ
ば
、
入
門
し
て
す
ぐ
師
の
指
導
が
得
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
数
年

（個
人
の
力
量
に
よ
る
差
は
当
然
存
在
す
る
）
は
、
高
弟
ら
に
よ
る
手
解
き
を
受

け
、
所
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
始
め
て
師
の
教
授
、
批
評
が
得
ら
れ
る
と
あ
る
。
と
す
る
な
ら

ば
、
探
山
が

一
〇
歳
で
探
幽
門
に
入
っ
た
と
仮
定
し
て
、
そ
の
七
年
後
に
師
の
探
幽
が
歿
す
る
。

基
礎
課
程
を
三
～
五
年
で
終
了
し
て
、
い
よ
い
よ
探
幽
の
指
導
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
し

て
も
、
実
際
に
指
導
を
得
た
年
月
は
二
～
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が

一
五
歳
で
入
門
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
年
数
は
短
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
探
山
が
師
探
幽
の
指
導

を
受
け
た
期
間
は
極
め
て
短

い
間
で
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
個
人
差

（能
力
、
才
能
差
）
の
あ
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
雅
邦
は
続
け
て

「サ

レ
バ
狩
野
修
業
年
限

ハ
凡
ソ
十
年
以
上
ヲ
要
シ
、
大
抵
年
齢
三
十
二
達
シ
テ
終
ワ
ル
ヲ
常
ト
ス
」

と
述
べ
て
い
る
。
探
山
も
こ
の
例
に
近
い
も
の
と
推
測
し
て
お
こ
う
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
探
山
は
東
山
天
皇
の
勅
宣
に
よ
り
、
探
幽
門
下
か
ら
選
ば
れ
て
江
戸

よ
り
京
へ
戻
り
、
宮
廷
御
用
絵
師
と
な
っ
た
。
記
録
類
に
は
そ
れ
を
元
禄
年
間
と
記
す
の
み
で
、

元
禄
は
元
年
か
ら

一
七
年

（
一
六
八
八
―

一
七
〇
四
）
ま
で
一
五
年
余
り
あ
る
。
最
も
早
く
て
元

禄
元
年

（
一
六
八
八
）
探
山
三
二
歳
、
元
禄

一
七
年

（
一
七
〇
四
）
と
す
れ
ば
四
七
歳
。
こ
れ
は

余
り
に
も
遅
す
ぎ
よ
う
。
や
は
り
、
元
禄
も
か
な
り
早
い
時
期
と
考
え
た
方
が
合
理
的
で
あ
ろ

ハヽ可′。三
二
歳
位
で
京

へ
戻

っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
探
幽
歿
後
な
お

一
〇
年
余
、
江
戸
に
居
て
修
行
を

重
ね
つ
つ
師
家
の
画
事
の
助
手
な
ど
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
早
く
に
探
幽
を
失

っ
た
後

の
鍛
冶
橋
狩
野
家
で
は
、
探
幽
の
養
子
益
信
は
す
で
に
表
絵
師
駿
河
台
狩
野
家
と
し
て
独
立
し
て

お
り
、
長
男
探
信
守
政
は
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
、
次
男
探
雪
守
定
は
明
暦
元
年

（
一
六
五
五
）

生
ま
れ
で
あ
る
。
と
て
も
門
弟
を
指
導
で
き
る
わ
け
は
な
く
、
自
分
自
身
が
ま
た
修
業
の
身
で
あ

っ
た
時
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
が
、
或
は
、
父
探
幽
に
よ
る
幼
時
か
ら
の
英
才
教
育
を
受
け
、
他

の
門
人
達
と
は
違
い
、
早
く
か
ら
天
賦
の
オ
を
発
揮
し
て
い
た
よ
う
で
は
あ
る
。

探
幽
門
下
に
は
、
探
幽
四
天
王
と
称
さ
れ
る
久
隅
守
景

（？
―
？
）
、
桃
田
柳
栄
守
光

（正
保

四
年
―
元
禄

一
一
年

・
一
六
四
七
―

一
六
九
八
）
、
尾
形
幽
元
守
房

（～
寛
文
六
年
～
享
保

一
七

年

・
～

王
全
全
ハ
～

一
七
三
二
）
、
神
足
常
庵
守
周

（？
―
？
）
ら
の
高
弟
が
あ
り
、
時
に
鶴
沢

探
山
が
四
天
王
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
四
人
に
比
し
て
探
山
は
少
し
若
す

ぎ
る
。
探
幽
が
歿
し
た
時
、
先
の
四
人
は
い
ず
れ
も
独
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
鍛
冶
橋
画
所

を
直
接
に
指
導
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
か
疑
間
が
残
る
。

と
も
あ
れ
探
山
は
、
師
探
幽
歿
後
も
鍛
冶
橋
狩
野
家
の
画
所
に
残
り
、
研
鑽
に
努
め
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、　
一
門
内
で
頭
角
を
現
す
存
在
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の

も
、
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
探
幽
の
早
い
時
代
か
ら
の
弟
子
達
の
多
く
が
独
立
し
、
各
地
の
大
名
家

に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
っ
た
あ
と
、
晩
年
の
弟
子
と
し
て
探
山
は
残

っ
た
も
の
と
推
測
し
た
い
。

そ
う
し
た
折
、
東
山
天
皇
か
ら
の
勅
宣
に
応
じ
て
、
鍛
冶
橋
狩
野
家
内
か
ら
、
先
師
探
幽
門
下

の
俊
足
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
探
山
で
あ

っ
た
。
京
の
出
身
と
い
う
こ
と
も
選
考
理
由
に
大
き
く

作
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
野
口
剛
氏
は
、
探
山
の
上
洛
時
期
の

一
つ
の
目
安
を
そ
の
法
橋

叙
任
の
元
録

一
三
年

（
一
七
〇
〇
）
に
置
い
て
、
そ
の
前
後
数
年
と
見
て
お
ら
れ
る
。
仮
に
元
禄

一
三
年
と
す
れ
ば
、
探
山
四
三
歳
、
も
う
少
し
早
く
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
確
か
な
資

料
を
得
る
ま
で
ま
つ
こ
と
と
し
た
い
。
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京

へ
戻

っ
た
探
山
は
、
早
速
、
宮
廷
の
画
事
に
携
わ
り
、
そ
の
仕
事
は
幸
い
に
も
東
山
天
皇
の

御
意
に
か
な
い
、
以
後
、
宮
廷
の
御
用
絵
師
と
し
て
多
く
の
作
画
を
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
中
で

も
、
宝
永
度
御
所
造
営

（宝
永
五
年

・
一
七
〇
八
）
に
は
、
江
戸
か
ら
上

っ
て
来
た
狩
野
探
信
や

狩
野
永
叔
ら
と
共
に
多
く
の
襖
絵
を
描
い
た
。
そ
し
て
、
京
に
於
け
る
狩
野
派
の
中
心
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
に
な
り
探
山
以
降
、
探
鯨
、
探
索
、
探
龍
、
探
泉

・
・
ｏ
と
明
治
ま
で
継
承
さ
れ

Ｚの
。一

方
、
京
に
は
狩
野
山
楽
、
山
雪
、
永
納
と
や
は
り
宮
廷
、
公
家
、
社
寺
を
中
心
に
京
狩
野
家

が
桃
山
時
代
以
来
の
伝
統
的
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
鶴
沢
探
山
が
江
戸
か
ら
割
り
込

ん
で
来
た
と
い
う
構
図
に
な
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
両
者
の
関
係
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。
具

体
的
な
相
関
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
決
し
て
対
立
的
な
存
在
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
、

両
々
相
侯

っ
て
共
に
画
業
繁
栄
を
競

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
決
し
て
、
商
売
敵
の
よ
う
に
は
見
え
て

こ
な
い
の
で
あ
る
が
。

五

大
坂
画
壇
を
に
な
う
こ
と
に
な
る
橘
守
国

（延
宝
七
年
―
寛
延
元
年

・
一
六
七
九
―

一
七
四

八
）
、
小
柴
守
直

（宝
永
三
年
―
宝
暦

一
二
年

・
一
七
〇
六
―

一
七
六
三
）
、
林
幽
甫

（？
―
明
和

七
年

・
？
・―

一
七
七
〇
）
、
牲
川
充
信

Ｔ
・―
？
↓

ら
は
、
い
ず
れ
も
鶴
沢
探
山
の
門
に
学
ん

だ
。
生
歿
年
未
詳
の
牲
川
充
信
は
別
と
し
て
、
年
齢
的
に
み
て
お
そ
ら
く
橘
守
国
が
最
も
早
く
探

山
門
に
入

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
坂
画
壇
の
草
創
期
を
担
う
こ
れ
ら
の
画
家
達
が
何
故
、
師
と
し
て
探
山
を
選
ん
だ
の
か
は
定

か
で
は
な
い
。
彼
ら
の
研
究
は
、
決
し
て
十
分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
い
ず
れ
も
詳
し
い
伝
記
は
判

明
し
て
い
な
い
も
の
の
、
多
分
、
大
坂
か
大
坂
周
辺
の
出
身
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
れ
故
、
絵
の
修

業
を
終
え
た
後
、
大
坂

へ
戻

っ
て
画
家
と
し
て
独
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
坂
に
は
ま
だ
特

筆
す
べ
き
画
家
は
い
な
か

っ
た
か
ら
、
当
然
、
京
の
画
家
が
師
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。　
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
八
世
紀
初
頭
の
京
に
は
、
宮
廷
画
所
に
復
帰
し
た
土
佐
派
が
あ
り
、

土
佐
光
起

（元
和
三
年
―
元
禄
四
年

・
一
六

一
七
卜

一
六
九

一
）
、
そ
の
子
、
土
佐
光
成

（正
保

三
年
―
宝
永
七
年

・
一
六
四
七
―

一
七

一
〇
）
の
時
代
で
、
伝
統
的
な
大
和
絵
の
画
系
を
展
開
し

て
い
た
。
ま
た
、
海
北
派
も
海
北
友
松
の
子
友
雪

（慶
長
三
年
―
延
宝
五
年

・
一
五
九
八
―

王
ハ

七
七
）
、
三
代
友
竹

（承
応
三
年
―
享
保

一
三
年

・
一
六
五
四
―

一
七
二
八
）
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に

活
躍
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
京
狩
野
派
が
、
三
代
狩
野
永
納

（寛
永
八
年
―
元
禄

一
〇
年

・
一
六
三

一
―

一
六
九
七
）
、
四
代
永
敬

（寛
文
二
年
―
元
禄

一
五
年

・
一
二全
全

一―

一
七
〇
二
）
、
五
代
永
伯

（貞
享
四
年
―
明
和
元
年

・
一
六
八
七
―

一
七
六
四
）
の
活
躍
期
で
、
初
代
山
楽
以
来
の
伝
統
を

誇

っ
て
い
た
。

こ
の
様
な
京
都
画
壇
の
現
状
に
対
し
て
、
何
故
、
江
戸
か
ら
の
新
来
の
画
家
、
鶴
沢
探
山
が
大

坂
の
画
家
達
の
師
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
不
思
議
の
感
が
拭
え
な
い
。
考
え
ら

れ
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
江
戸
幕
府
も

一
七
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
完
全
に
幕
藩
体
制
の
整
備

が
進
み
、
各
分
野
、
各
制
度
も
幕
藩
体
制

ｏ
支
配
体
制
の
中
に
組
織
さ
れ
た
。
画
壇
も
狩
野
派
が

そ
の
頂
点
に
位
置
し
幕
府
の
御
用
絵
師
、
各
大
名
家
の
お
抱
え
絵
師
の
職
を
ほ
ぼ
独
占
す
る
状
態

に
あ

っ
た
。
こ
の
狩
野
派
の
江
戸
期
の
体
制
を
固
め
る
重
要
な
位
置
に
あ

っ
た
の
が
狩
野
探
幽

で
、
そ
の
名
声
は
全
国
に
轟

い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
探
幽
の
高
弟
が
探
山
で
あ

っ
た
。

探
山
は
、
東
山
天
皇
の
お
召
し
に
よ
り
京

へ
戻

っ
て
来
て
、
宮
廷
の
重
用
を
得
て
い
た
の
で
あ

２つ
。さ

ら
に
は
、
江
戸
の
狩
野
派
に
お
け
る
弟
子
達

へ
の
指
導
体
制
、
指
導
方
法
や
弟
子
を
動
員
し

て
の
集
団
制
作
体
制
等
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
画
家
と
し
て
大
成
し
た
探
山
は
、
十
分

に
そ
れ
を
身
に
着
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
条
件
は
、
京

へ
来
て
新
し
い
弟
子

・
門

人
の
養
成
に
も
存
分
に
活
用
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
条
件
が
整

っ
て
い
る
探
山
の
画
所

は
、
弟
子
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
迎
え
入
れ
、
指
導
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
と
理
解
し
た
い
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
大
坂
の
画
家
を
志
す
人
々
が
、
京
の
探
山
に
多
く
入
門
し
た
と
推
測
し

て
い
る
。
橘
守
国
、
小
柴
守
直
、
牲
川
充
信
、
林
幽
甫
ら
は
、
探
山
門
下
で
の
修
業
を
終
え
て
、

大
坂
に
戻
り
、
大
坂
画
壇
の
草
創
期
を
形
成
し
た
の
で
あ

っ
た
。

同
様
に
大
坂
画
壇
の
草
創
期
を
担

っ
た
大
岡
春
卜
に
つ
い
て
は

「狩
野
氏
ノ
法
二
学
ブ
」
と
あ

る
の
み
で
、
そ
の
師
の
名
を
伝
え
て
い
な
い
。
探
山
で
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
同
書
に
掲

載
さ
れ
る
牲
川
充
信
と
橘
守
国
が
探
山
門
下
、
吉
村
周
山
が
牲
川
充
信
門
、
勝
部
如
春
斎
が
狩
野

栄
春
斎
門
と
、
そ
の
師
名
は
明
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
春
卜
の
み
が
先
の
記
述
で
あ
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る
。
師
名
は
不
詳
で
は
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
狩
野
派
の
画
家
に
学
ん
だ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

春
卜
も
含
め
大
坂
画
壇
の
出
発
は
す
べ
て
狩
野
派
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
い
の
で
あ
る
。

六

橘
守
国
が
京

へ
上
り
、
探
山
の
門
に
投
じ
た
の
は
、
当
時
の
通
例
か
ら

一
五
歳
頃
と
仮
定
す
れ

ば
、
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
頃
、
探
山
は
京

へ
戻

っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
推
測
と
の
溝
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
修
業
を
終
え
独
立
す
る
の

が
、
こ
れ
も
通
例
に
よ
れ
ば
三
〇
歳
位
。
と
す
れ
ば
、
守
国
が
大
坂

へ
戻

っ
た
の
は
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）
頃
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
年
限
が

一
つ
の
目
途
で
あ
ろ
う
。
守
国
が
最
初
の
絵

本

『絵
本
故
事
談
』
を
出
版
し
た
の
が
正
徳
四
年

（
一
七

一
四
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
推
定
は
、

極
め
て
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
後
、
守
国
は
自
分
が
勉
強
し
た
狩
野
派
の
粉
本
の
公
開
と
い
う
形
で
絵
本
の
出
版
を
行
い
、

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、　
一
九
件
の
絵
本
等
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
絵
本
の
出
版
は
、
自

分
の
門
人
以
外
に
も
絵
を
志
す
人
々
の
、
あ
る
い
は
、
趣
味
に
絵
を
描
こ
う
と
す
る
人

へ
の
い
わ

ゆ
る
参
考
書
と
い
う
要
素
が
大
き
か
っ
た
。
粉
本
の
公
開
は
、　
一
派
内
部

（狩
野
派
）
の
粉
本
を

外
部

へ
公
表
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
当
初
ク
レ
ー
ム
も
出
た
よ
う
で
、　
一
説
に
は
狩
野
派
か
ら
破

門
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
し
か
し
、
絵
の
勉
強
の

一
般
化

・
普
及
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、
重
要

な
意
味
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
絵
本
を
必
要
と
す
る
人
が
、
多
く
居
た
こ
と

で
も
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
守
国
は
何
冊
も
の
絵
本
を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
く
同

時
期
に
活
躍
し
た
大
岡
春
卜
も
そ
う
で
あ
り
、
彼
も

『国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
守
国
と
同
数

の

一
九
件
を
出
版
し
て
い
る
。

絵
本
の
出
版
は
多
分
に

一
般
向
け
で
あ

っ
た
が
、　
一
方
で
は
、
多
く
の
門
人
を
指
導
し
、
子
供

の
橘
保
国

（享
保
二
年
―
寛
政
四
年

・
一
七

一
七
―

一
七
九
二
）
、
そ
の
子
保
春

（寛
延
三
年
―

文
化

一
三
年

・
一
七
五
〇
―

一
八

王
Ｃ
、
保
国
の
門
人
と
考
え
ら
れ
る
橘
守
行

（宝
暦
元
年
―

文
化
元
年

・
一
七
五

一
―

一
八
〇
四
）
、
さ
ら
に
は
守
国
の
門
人
葛
蛇
玉

（享
保
二
〇
年
―
安
永

九
年

・
一
七
三
五
―

一
七
八
〇
）
等
の
画
家
を
輩
出
し
た
。
近
世
大
坂
画
壇
に
お
け
る
橘
派
を
形

成
し
て
い
る
。

な
お
鍛
冶
橋
狩
野
家
に
繋
が
る
画
家
は
、
初
代
狩
野
探
幽
守
信
の

一
字

「探
」
「幽
」
「守
」
を

名
前
や
号
に
用
い
て
い
る
。
守
国
の
師
鶴
沢
探
山
は
、
名
は
守
見
、
号
は
探
川
、
の
ち
探
山
、

又
、
幽
泉
と
も
い
い
、
師
の
三
字
す
べ
て
を
使
用
し
て
い
る
。
守
国
の

「守
」
も
当
然
、
そ
う
で

あ
る
。

守
国
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
探
山
門
に
学
び
、
や
は
り
大
坂
で
活
躍
し
た
画
家
に
牲
川
充
信
が
い

る
。
生
歿
年
を
は
じ
め
、
伝
記

・
遺
作
等
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
伝
記
も

『新
撰
和
漢

書
画

一
覧
』
（天
明
七
年
版
）
「牲
川
氏
号
裸
同
斎
、
初
探
山

二
学
、
後

一
家
ヲ
ナ
シ
、
時
輩
二
超

出
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
白
井
華
陽
の

『画
乗
要
略
』
に
は

「牲
川
充
信
　
礫
同
卜
号
ス
、
探
山
ニ

学
ビ
、
新
意
ヲ
出
ダ
ス
。
」
と
記
す
。
あ
る
い
は

『新
撰
書
画

一
覧
』
の
記
事
に
よ

っ
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
と
も
あ
れ
牲
川
充
信
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
を
出
な
い
。
富
ヨ
中
群
鷺
図
襖
」
（大

阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）
を
描
い
た
牲
川
充
真
は
、
充
信
の
子
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
牲
川
充
信
が
大
坂
画
壇
で
重
要
な
点
は
、
そ
の
門
下
か
ら
吉
村
周
山＜
を
出
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
牲
川
充
信
の
弟
子
は
周
山
以
外
に
も
、
ま
だ
何
人
も
居
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
日
伝
え

ら
れ
る
の
は
周
山

一
人
で
あ
る
。
周
山

（元
禄

一
三
年
―
安
永
二
年

・
一
七
〇
〇
―

一
七
七
三
）

は
、
画
家
と
し
て
大
坂
で
活
躍
し
て
い
る
が
、　
一
方
、
根
付
師
と
し
て
も
著
名
な
存
在
で
あ

っ

た
。
『装
剣
奇
賞
』
に
も

一
三
点
の
周
山
の
根
付
が
図
示
さ
れ
て
お
り
、　
一
般
に
周
山
作
の
作
品

の
贋
物
も
多
く
出
ま
わ

っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
の
郷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
根
付

に
は
、
周
山
の
根
付
が

一
〇
点
近
く
収
め
ら
れ
て
い
る
の
を
常
設
展
示
で
何
度
か
遇
目
し
て
い

る
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
根
付
の
制
作
は
中
年
以
降
は
止
め
て
し
ま

っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
周
山
の
絵
画
作
品
は
、
何
点
か
が
知
ら
れ
て
お
り
、
図
１
も
そ
の

一
点
で
、
や
は
り
狩
野
派

の
画
法
を
継
承
し
た
も
の
で
、
多
分
に
江
戸
中
期
の
硬
直
化
し
た
様
式
の
範
疇
を
脱
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

そ
の
周
山
に
子
の
周
圭
を
は
じ
め

一
七
人
の
門
人
が
お
り
、
そ
の
中
に
森
周
峯
が
数
え
ら
れ

る
。
森
周
峯

（元
文
三
年
―
文
政
六
年

・
一
七
三
八
―

一
八
二
三
）
は
、
森
陽
信

（元
文
元
年
―

文
化
五
年

・
一
七
三
六
―

一
人
〇
八
）
、
森
狙
仙

（延
享
四
年
―
文
政
四
年

・
一
七
四
七
―

一
八

二

一
）
の
森
三
兄
弟
の
次
男
で
、
三
人
と
も
画
家
と
し
て
大
坂
画
壇
で
活
躍
し
た
。
後
に
も
触
れ

る
が
兄
陽
信
と
弟
狙
仙
は
、
蝶
楊
堂
岡
本
幽
谷
の
門
人
で
あ
る
が
、
周
峯
の
み
周
山
に
学
ん
だ
こ

と
に
な
る
。
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図 1 吉村周山筆 松下群馬・柳下群馬図屏風 (部分)

周
山
の
あ
と
子
の
周
圭

（元
文
元
年
―
寛
政

七
年

・
一
七
三
六
―

一
七
九
五
）
、
そ
の
子
周

南

（宝
暦

一
三
年
―
文
化
九
年

・
一
七
六
三
―

一
八

一
二
）
と
続
き
、
ま
た
多
く
の
弟
子
を
輩

出
し
て
、
大
坂
画
壇
に
吉
村
派
と
呼
ば
れ
る

一

大
画
派
を
形
成
し
た
。

小
柴
守
直

（宝
永
三
年
―
宝
暦

一
二
年

・
一

七
〇
六
―

一
七
六
三
）
は
、
京
の
出
身
で
探
山

の
間
に
学
ん
だ
大
坂
の
画
家
。
そ
の
養
嗣
子
景

山

（？
―
享
和
元
年

・
？
―

一
八
〇

一
）
と
継

承
さ
れ
門
人
も
四
人
知
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
伝

記
は
詳
か
で
は
な
い
。
守
直
の
作
品
は
管
見
に

し
て
知
ら
な
い
が
、
景
山
は

「鶴
図
押
絵
貼
屏

風
」
を
遇
目
し
て
い
る
。
や
は
り
狩
野
探
幽

・

常
信
を
渕
源
と
す
る
鶴
図
粉
本
の
サ
ン
プ
ル
と

い
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
守
直

・
景
山
ら
の
流

れ
は
、　
一
派
と
し
て
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
よ

う
で
あ
る
。

さ
ら
に
鶴
沢
探
山
門
人
に
は
、
林
幽
甫

（？

―
明
和
七
年

・
？
―

一
七
七
〇
）
、
そ
の
子
幽

篤

（？
―
文
政
二
年

・
？
―

一
八

一
九
）
が
い

る
が
、
こ
れ
ま
た
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
作
品
す
ら
も
今
日
、
知
ら
れ
る
も
の
は

全
く
見
当
た
ら
な
い
。

先
に
も
少
し
触
れ
た
大
岡
春
卜

（延
宝
八
年

―
宝
暦

一
三
年

・
一
六
八
〇
―

一
七

六
三
）

は
、
橘
守
国
と
と
も
に
最
も
早
く
大
坂
画
壇
で

活
躍
を
展
開
し
た
画
家
で
あ
る
。
師
の
名
前
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
や
は
り
狩
野
派
の
画
家
に
つ
い
て
絵
の
修
業
を
し
た
こ
と
は
そ
の
作
品
か

ら
も
確
実
で
あ
る
。
絵
手
本
の
出
版
も
橘
守
国
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）

『和
漢
名
筆
画
本
手
鑑
』
（五
巻
五
冊
）
で
、
守
国
の

『絵
本
故
事
談
』
（正
徳
四
年

・
一
七

一
四
）

に
遅
れ
る
こ
と
六
年
で
あ
る
。
以
後
、　
一
九
件
の
絵
本
類
を
出
版
し
た
。
奇
し
く
も
守
国
の
絵
本

類
出
版
数
と
全
く
同
数
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
春
卜
は
八
四
歳
と
い
う
高
齢
で
歿
す
る
ま
で
、
生
涯
を
大
坂

・
京
を
中
心
に
活
躍

し
た
。
今
日
伝
え
ら
れ
る
作
品
は
、
守
国
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
お
り
、
襖
絵

・
屏
風
等
の
大
作

も
多
く
見
ら
れ
る
。
作
風
は
い
ず
れ
も
江
戸
中
期
狩
野
派
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
相
当
の
力
量
を
有
し
て
お
り
、
他
の
大
坂
の
画
家
に
比
べ
て
独
自

の
作
風
展
開
が
見
ら
れ

る
。
そ
の
意
味
で
も
春
卜
は
大
坂
画
壇
中
、
特
筆
す
べ
き
画
家
で
あ
る
。

春
卜
に
は
、
養
嗣
子
春
川

（享
保
四
年
―
安
永
二
年

・
一
七

一
九
―

一
七
七
三
）
や
、
弟
子
の

江
阿
弥

（元
禄
六
年
―
明
和
四
年
～

・
一
六
九
三
―

一
七
六
七
～
）
を
は
じ
め
、　
一
五
人
近
い
弟

子
の
名
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
代
目
四
代
目
へ
と
展
開

・
継
承
さ
れ
、
大
岡
派
の

一
大
画
派

を
形
成
し
て
い
る
。
大
坂
画
壇
で
、
こ
の
大
岡
派
に
並
び
得
る
の
は
森
派
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
作
品
に
は
、
森
派
に
比
べ
て
見
る
べ
き
も
の
は
、
殆
ど
な

い
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

七

森
派
は
周
峯

（元
文
三
年
―
文
政
六
年

・
一
七
三
八
―

一
八
二
三
）
、
狙
仙

（延
享
四
年
―
文

政
四
年

・
一
七
四
七
―

一
八
二

一
）
、
徹
山

（安
永
四
年
―
天
保

一
二
年

・
一
七
七
五
―

一
八
四

こ
、　
一
鳳

（寛
政

一
〇
年
―
明
治
四
年

・
一
七
九
八
―

一
八
七

一
）
、
寛
斎

（文
化

一
一
年
―
明

治
二
七
年

・
一
八

一
四
―

一
八
九
四
）
ら
を
輩
出
し
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
ま
で
、
大
坂

ｏ
京
を

中
心
に
活
躍
す
る
多
く
の
画
家
を
擁
し
て

一
大
画
派
を
形
成
し
た
。
芸
術
的
に
も
他
派
に
見
ら
れ

な
い
優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る
。

森
派
は
狙
仙
ら
の
父
森
如
閑
斎

（宝
永
八
年
―
安
永
六
年

・
一
七
〇
九
―

一
七
七
七
）
に
始
ま

る
。
如
閑
斎
の
伝
記
的
な
こ
と
は

一
切
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
師
は
、
蝶
楊
堂
岡
本
幽
谷

で
、
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
版

『難
波
丸
網
目
』
に

「故
蝶
楊
堂
幽
谷
門
人
船
丁
花
屋
清
兵

一縮
一
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衛
、
同
丁
森
祖
仙
、
道
修
丁
う
を
ノ
た
な
櫛
橋
藤
蔵
」
と
み
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
歿
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
号
に

「幽
」
を
用
い
て
お
り
、
あ
る
い
は
、
幽
谷
も
鶴
沢
探
山
の
門
人
と
い

う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
岡
本
幽
谷
も
狩
野
派
の
流
れ
を
汲
む
画
家
の

一
人

と
な
る
。
幽
谷
の
問
人
三
人
は
、
す
べ
て
森
派
の
人
で
、
「花
屋
清
兵
衛
」
が
狙
仙
ら
の
父
如
閑

斎
で
あ
る
。
森
家
は

「花
屋
」
と
号
し
て
い
た
よ
う
で
、
森
家
資
料‐
に
も
、
森
周
峯
の
こ
と
が

「花
屋
林
蔵
」
と
し
て
度
々
出
て
来
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
文
献
で
も
狙
仙
を

「花
屋
八
兵
衛
」
、

森
陽
信
を

「花
屋
藤
蔵
」
と
も
記
載
さ
れ
る
。
狙
仙
ら
の
父
も
ま
た
大
坂
画
壇
の

一
人
で
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
作
品
は
今
日

一
点
も
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

岡
本
幽
谷
門
人
二
人
は
、
森
如
閑
斎
と
狙
仙
で
三
人
目
の
櫛
橋
藤
蔵
は
狙
仙
、
周
峯
ら
の
長
兄

の
陽
信

（元
文
元
年
―
文
化
五
年

・
一
七
三
六
―

一
八
〇
八
）
の
こ
と
。
先
の
森
家
資
料

（『森

家
系
図
し

に
は

「次
信
、
嫡
子
　
森
陽
信
　
法
橋
櫛
橋
正
盈
ノ
門
人
」
と
あ
り
、
櫛
橋
栄
春
斎

正
盈

（？
―
明
和
二
年

・
？
―

一
七
六
五
）
に
も
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
栄
春
斎
は

「狩
野
」
を

も
名
乗

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
狩
野
派
の
門
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
人
も
ま
た
伝
記
は
全

く
不
明
で
あ
る
。
陽
信
は
、
岡
本
幽
谷
と
櫛
橋
栄
春
斎
の
二
人
を
師
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
陽
信
は

「櫛
橋
永
春
斎
」
と
も
称
し
て
お
り
、
「松
図
小
襖
」
（阪
南
市

・
西
本
願

寺
尾
崎
別
院
蔵
）
に
は

「櫛
橋
陽
信
筆
」
の
署
名
が
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
栄
春
斎
の
養
嗣
子

と
な

っ
て
い
た
時
期
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
後
の
資
料
は
、
「森
陽
信
」
と
記
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
も
詳
細
は
不
明
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
櫛
橋
栄
春
斎
の
門
人
に
勝
部
如
春
斎
が
お
り
、
狙
仙
は
そ
の
如

春
斎
に
学
ん
で
い
る
。
狙
仙
の
師
は
長
兄
陽
信
の
同
門
と
い
う
図
式
に
な
る
。
狙
仙
も
ま
た
、
二

人
の
師
に
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
長
男
陽
信
と
三
男
狙
仙
の
間
の
次
男
周
峯
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
吉
村
周
山
の

門
に
学
ん
だ
。
こ
の
様
に
森
派
の
画
家
は
、
そ
の
出
発
に
お
い
て
、
初
代
森
如
閑
斎
、
三
人
の
子

陽
信
、
周
峯
、
狙
仙
は
、
い
ず
れ
も
狩
野
派
の
絵
を
修
得
し
て
画
家
と
な

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

よ
う
。
大
坂
画
壇
に
最
も
重
き
を
な
し
た
森
派
も
ま
た
狩
野
派
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
狙
仙
の
子

（実
際
は
次
兄
周
峯
の
子
、
狙
仙
の
養
嗣
子
と
な

っ
た
）
徹
山
は
京

へ
出
て
円
山
応
挙
の
門
に
学

ん
だ
。
そ
し
て
、
応
挙
門
下
十
哲
の

一
人
に
数
え
ら
れ
る
画
家

へ
と
大
成
し
て
い
る
。
以
後
の
森

派
は
円
山
派
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

八

以
上
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
大
坂
画
壇
の
出
発
は
、
狩
野
派
出
身
の
画
家
が
中
心
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
作
品
の
上
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

（図
２
）
森
狙
仙
筆

「墨
馬
図
屏
風
」
（紙
本
金
地
墨
画

・
六
曲

一
双
）
で
あ
る
。
猿
描
き
狙
仙
に
は
珍
し
い
作
例
と
い

え
る
。
お
お
よ
そ
狙
仙
の
作
品
の
九
〇
％
以
上
は
、
猿
の
絵
と
思
わ
れ
、
そ
れ
以
外
の
画
題
も
鹿

・
狸

・
猫

・
虎
等
で
あ
り
、
他
に
馬
の
絵
は
、
管
見
に
及
ん
で
い
な
い
。

日
本
で
は
古
く
か
ら
馬
の
絵
は
、
何
か
に
つ
け
描
か
れ
て
来
た
。
そ
の
多
く
は
、
人
物
と
共

に
。
即
ち
、
人
や
荷
物
を
乗
せ
た
り
、
車
を
引
い
た
り
、
と
い
う
姿
で
、
絵
巻
物
に
は
必
ず
登
場

し
て
い
る
。
中
世
以
後
で
は
、
武
士
と
乗
馬
と
い
う
関
係
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
は
、
そ
れ
だ
け
馬
は
人
間
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
動
物
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
さ
ら
に
、
人
を
伴
わ
な
い
馬
の
み
の
野
馬
の
絵
も
多
く
描
か
れ
て
来
て
い
る
。
古
く
は
平
等

院
の
扉
絵
に
も
野
に
憩
う
数
頭
の
馬
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
近
世
に
入
っ
て
も
、
長
谷
川
等
伯
筆

（信
春
時
代
）
「牧
馬
図
屏
風
」
（東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
や
雲
谷
等
顔
筆

「群
馬
図
屏
風
」
「野
馬
図
屏
風
」
（京
都
国
立
博
物
館
他
）
な
ど
が
数
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
狩
野
派
に
よ
る

「厩
図
屏
風
」
「調
馬
図
屏
風
」
な
ど
も
多
く
描
か
れ
て
来

た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
武
士
達
の
必
需
品
と
し
て
、
い
か
に
馬
が
重
要
で
あ
っ
た
か
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
狙
仙
の
本
屏
風
の
よ
う
に
肥
痩
の
あ
る
輪
郭
線
の
み
で
表
現
し
た
馬
の
絵
は
、
い

つ
ご
ろ
か
ら
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
に
及
ん
だ
の
で
は
、
雪
舟
筆
と
さ
れ
る

「野
馬
図
」

（図
３
）
が
あ
な
。
本
図
と
雪
舟
の
関
係
は
不
問
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は

一
〇
頭
の
馬
が
墨
線
の

み
で
描
か
れ
て
い
る
。
続
い
て
雪
村
筆

「百
馬
図
帖
」
（図
４

ｏ
５
、
鹿
島
神
宮
宝
物
館
蔵
）
が

注
目
さ
れ
る
。
本
図
は
雪
村
の
作
品
と
し
て
夙
に
著
名
な
も
の
で
、　
一
帖
に

一
三
図
が
貼
付
さ

れ
、
各
図
に
二
頭
か
ら
三
頭
の
墨
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
の
雪
舟
の

「野
馬
図
」
を
し
ば
ら
く

置
く
と
す
れ
ば
、
こ
の
雪
村
の

「百
馬
図
帖
」
が
、
今
ま
で
知
り
え
た
最
も
早
い
作
品
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
、
水
墨
画
の

一
画
題
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
以
後
、
狩
野
派

の
画
家
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



甲南女子大学研究紀要第 40号 文学・文化編 (2004年 3月 ) (72)

図 2 森狙仙筆 墨馬図屏風

図 3 伝雪舟筆 野馬図

図 5

雪村筆 百馬図
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木村 重圭 :大坂画壇の展開と狩野派(73)

狩
野
元
信
に
も

「群
馬
図
」
双
幅

（図
６
、
『紀
州
徳
川
家
蔵
品
展
観
目
録
』
Ｎｏ
３４
　
昭
和
二

年
四
月
四
日
、
於
東
京
美
術
倶
楽
部
）
が
見
ら
れ
る
が
、
本
図
も
多
分
、
元
信
真
跡
と
は
な
し
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
紙
本
淡
彩
と
あ
り
、
墨
線
の
み
の
描
写
で
は
な
い
。　
一
応
、
参
考
ま
で
に
と
ど

め
た
い
。
狩
野
山
楽
に
は

「野
馬
図
屏
風
」
盆
ハ
曲

一
双
、
図
７
）
亀
佐
竹
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
』

Ｎ。
９４
　
大
正
六
年

一
一
月
五
日
、
於
東
京
美
術
倶
楽
部
）
が
見
ら
れ
る
。
図
版
に
よ
れ
ば
、　
一
双

の
中
に
六
〇
～
七
〇
頭
の
野
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
か
に
も
山
楽
を
思
わ
せ
る
樹
や
岩
の
表
現

で
は
あ
る
が
、
現
在
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
山
雪
に
も
墨
馬

一
頭
を
後
姿

で
描
い
た

一
幅
を
松
江
市
の
所
蔵
家
で
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
江
戸
狩
野
の
祖
と
も
称
す
る
狩
野

探
幽
に
は
、
「牛
馬
図
屏
風
」
（六
曲

一
双
、
図
８
）
や

「馬
図
巻
」
（図
９
）、
「桜
馬
桃
牛
図
」

（双
幅
、
『肥
前
松
浦
伯
爵
家
蔵
品
目
録
』
Ｎｏ
７９
　
昭
和
二
年

一
一
月
二
八
日
、
於
東
京
美
術
倶
楽

部
）
等
の
作
品
が
見
出
さ
れ
る
。
中
で
も

「馬
図
巻
」
（図
９
、
『名
古
屋
中
村
家
所
蔵
品
入
札
』

Ｎ。
５０
　
大
正

一
一
年

一
月
二
三
日
、
於
京
都
美
術
倶
楽
部
）
は
、
長
い
画
巻
の

一
部

（六
頭
分
）

が
図
版
で
紹
介
さ
れ
る
の
み
に
す
ぎ
な
い
が
、
最
も
典
型
的
な
墨
馬
図
で
以
後
の
狩
野
派
に
お
け

る
手
本
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
探
幽
を
頂
点
と
し
て
、
安
信
、
常
信
、
洞
雲
、
探
信
守

政
、
探
雪
守
定
等

一
族

一
門
の
狩
野
派
の
画
家
三
六
人
に
よ
る
合
作
の

「牛
馬
図
」
（双
幅
）
が

知
ら
れ
る
。
本
図
は
、
こ
こ
で
い
つ
墨
馬
図
で
は
な
い
が
、
狩
野
派
内
に
お
い
て
、
馬
図
及
び
牛

図
を
描
く
こ
と
は
常
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

探
幽
以
後
も
、
狩
野
常
信
、
狩
野
昌
信
、
同
晴
川
院
養
信
、
同
雪
渓
俊
章
等
々
、
狩
野
派
の
画

家
達
の
作
品
の
中
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。
墨
馬
図
は
狩
野
派
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
一
つ
と
し
て
継

承
さ
れ
た
と
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
狩
野
派
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
墨
馬
図
は
、
大
坂
画
壇
の
画
家
達
も
同
様
に
受
け

継
い
だ
よ
う
で
あ
る
。
先
に
掲
載
し
た
森
狙
仙
の

「墨
馬
図
屏
風
」
（図
２
）
が
、
そ
の
典
型
で

あ
る
。
大
坂
画
壇
の
祖
と
も
い
え
る
京
の
鶴
沢
探
山
の
孫
探
索

（享
保

一
四
年
―
寛
政
九
年

・
一

七
二
九
―

一
七
九
七
）
に

「柳
に
馬
図
屏
風
」
（図
１０
）
「
祗
園
祭
の
華
―
屏
風
祭
展
』
昭
和
五

ｏ
年
七
月
五
日
～
二
五
日
、
於
京
都
市
立
美
術
館
）
が
あ
る
。
金
地
に
墨
画
で
描
か
れ
た
墨
馬
図

で
、
本
屏
風
の
存
在
は
、
江
戸
か
ら
京

へ
上
っ
た
鶴
沢
派
内
に
お
い
て
も
、
狩
野
派
の
墨
馬
図
が

継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
る
作
品
で
あ
る
。

大
坂
画
壇
で
は
、
大
岡
春
卜
の
絵
本

『色
画
便
覧
』
（宝
暦

一
一
年

・
一
七
六

一
）
の
中
に
数

図7 狩野山楽筆 野馬図屏風 (左隻)

図8 狩野探幽筆 馬図屏風

図6 伝狩野元信筆 群馬図

図 9 狩野探幽筆 墨馬図巻
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図 10 鶴沢探索筆 柳に馬図屏風

図 11 森周峯筆 群馬図屏

図
の

「墨
馬
図
」
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
絵
本
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
絵
手
本
と

し
て

一
般
に
領
布
さ
れ
た
も
の
で
、
多
く
の
人
々
の
参
考
図
に
活
用
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ

っ

た
。
当
然
、
こ
の
絵
本
の
図
を
も
と
に
絵
を
描
い
た
人
も
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
吉
村
周
山
に
、
「松
下
群
馬

・
柳
下
群
馬
図
屏
風
」
（図
１１
、
『近
世
の
屏
風
絵
Ⅱ
』

Ｎ。
７
　
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
　
平
成
三
年

一
二
月
七
日
）
が
あ
り
、
や
は
り
金
地
墨
画
で
あ

る
。
そ
の
周
山
の
弟
子
森
周
峯
に

「群
馬
図
屏
風
」
（図
１２
）
（大
英
博
物
館
蔵
、
『古
美
術
』
四

九
号
、
三
彩
社
、
昭
和
五
〇
年
九
月

一
日
刊
）
が
あ
る
。
本
図
は
も
と
襖
四
面
で
あ

っ
た
が
、

後
、
四
曲

一
隻
の
屏
風
に
改
装
さ
れ
た
。
周
山
に
は
も
う
二
点
掛
幅
で
は
あ
る
が
、
同
様
の
墨
馬

図
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
展
開
さ
れ
る
狩
野
派
の
墨
馬
図
の
流
れ
の
中
に
狙
仙
の

「墨
馬
図
屏
風
」
も
位
置
付

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
狙
仙
の
屏
風
に
は
年
紀
は
な
い
が
、
落
款
の
書
体
か
ら
五
〇
歳
前
後
の
中

年
期
の
作
と
推
測
さ
れ
る＜
。
狙
仙
の
本
屏
風
は
、
狙
仙
の
作
品
中
で
も
異
色
の
画
題
で
、
狙
仙
研

究
上
に
も
重
要
な
位
置
に
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
大
坂
画
壇
の
展
開
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な

作
例
で
あ
る
。

九

近
世
大
坂
画
壇
の
展
開
は

一
八
世
紀
初
頭
に
そ
の
出
発
点
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

そ
の
出
発
は
狩
野
探
幽
の
門
人
鶴
沢
探
山
が
京

へ
戻
っ
て
、
大
坂
の
画
家
た
ち
が
そ
の
門
に
学
ん

だ
こ
と
に
よ
る
。
探
山
門
を
独
立
し
て
大
坂
に
戻
っ
た
、
橘
守
国
、
牲
川
充
信
、
林
幽
甫
、
小
柴

守
直
、
（大
岡
春
卜
）
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
門
戸
を
構
え
て
弟
子
を
育
て
て
、
多
く
の
画
家
を
輩

出
し
た
。
そ
う
し
た
多
く
の
画
家
に
よ
っ
て
初
期
の
大
坂
画
壇
が
担
わ
れ
、
発
展
し
て
来
た
の
で

あ
る
。
系
譜
的
な
狩
野
派

の
継
承
と
と
も
に
、
作
品
の
上
か
ら
も
、
ヨ
生
馬
図
」
と

い
う
画
題

が
、
図
様

ｏ
様
式
の
継
承
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
を
重
視
し
つ
つ
、
狙
仙
の

「墨
馬
図
屏
風
」
を
紹
介
し
、
大
坂
画
壇
の
画
系
を
跡
づ

け
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
本
論
の
主
旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
岡
田
一
郎
氏
、
下
山
肇
氏
、
松
本
嘉
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深

風 (部分 。大英博物館蔵)



木村 重圭 :大坂画壇の展開と狩野派(75)

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

０
　
野
口
　
剛

「鶴
澤
派
研
究
序
論
―
―
主
に
探
山
と
探
鯨
に
関
す
る
文
献
的
考
察
―
―
」
亀
京
都
文
化

博
物
館
研
究
紀
要
　
朱
雀
』
第

一
五
集
　
一
一〇
〇
三
年
三
月
）

②
　
『新
撰
書
画

一
覧
』
（天
明
七
年
三
月
版
）

０
　
現
在
に
至
る
も
、
諸
書
は

「山
本
如
春
斎
」
と
し
て
い
る
が
、
「山
本
」
で
は
な
く

「勝
部
」
で
あ
る

こ
と
は
、
早
く
に
故
吉
井
良
尚
氏
の

『勝
部
如
春
斎
伝
』
（昭
和
九
年

一
二
月
刊
）
で
、
そ
の
間
違
い
を

指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も

「狙
仙
孜
」
を
発
表
し
そ
の
中
で
、
吉
井
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
名
古

美
術
』
四
九
号
、
昭
和
五
〇
年
年
九
月
刊
）

０
　
本
書
は
、
そ
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
明
和
八
年

（
一
七
七

一
）
に
刊
行
さ
れ
た

『書
画

一
覧
』
の
版
木

を
、
大
坂
の
宣
英
堂
書
林
の
葛
城
輝
放
が
入
手
し
、
訂
正

・
改
訂
を
加
え
て
出
版
し
た
も
の
と
い
う
。

こ
の

『新
撰
書
画

一
覧
』
は
、
そ
の
後
増
補

・
改
訂
を
加
え
て
明
治
時
代
ま
で
十
数
版
が
刊
行
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
大
坂
の
画
家
は
、
牲
川
充
信
、
大
岡
春
卜
、
吉
村
周
山
、
橘
守
国
、
勝
部
如
春
斎

（本

書
で
は
山
本
と
な
っ
て
い
る
）
の
五
人
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
十
数
版
全
部
を
架
蔵
し
て

い
る
が
、
こ
の
五
人
の
画
家
に
つ
い
て
の
記
述
は
全
て
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
大
坂
の
画
家
も
五
人
の

み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

０
　
吉
村
周
山
に
つ
い
て
は
、
左
記
を
参
照
。

脇
坂
　
」浮

「狩
野
派
系
画
家
」
（大
阪
市
立
美
術
館
編

『近
世
大
坂
画
壇
』
昭
和
五
八
年

一
〇
月

一
日
、

同
朋
舎
出
版
刊
）

木
村
重
圭

『近
世
の
屏
風
絵
Ⅱ
』
（兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
　
平
成
三
年

一
二
月
七
日
刊
、
図
版
解
説
）

０
　
「近
世
の
屏
風
絵
」
展

（兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
企
画
展
　
昭
和
六
三
年
九
月

一
四
日
～
一
〇
月

一

日
）
に
出
品
。
Ｎｏ
９

０
　
こ
の
森
家
資
料
は
、
森

一
鳳
の
子
孫
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
。
粉
本
、
手
控
、
文
書
等
が
含
ま
れ

Ｚ
Ｏ

。

③
　
「次
信
」
は
、
父
森
如
閑
斎
の
名
。

０
　
本
図
は

『
日
本
画
大
成
　
第
三
巻
　
北
宗
画

（
一
Ｌ

（東
方
書
院
、
昭
和
六
年
五
月
五
日
刊
）
に
東

京
美
術
学
校
蔵
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
東
京
芸
術
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
以
後
の
雪
舟
関
係
の
諸
書
で
目
に
し
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
今
日
で
は
、
伝
雪

舟
、
あ
る
い
は
後
世
の
模
作
等
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
単
に
参
考
と
し
て
あ

げ
る
に
と
ど
め
た
い
。
雪
舟
に
は
、
他
に
も

「三
疋
馬
図
」
亀
秋
元
子
爵
家
御
蔵
品
入
札
』
Ｎｏ
５０
、
大

正
六
年
五
月

一
四
日
、
於
東
京
美
術
倶
楽
部
）、
「野
馬
図
」
名
前
田
子
爵

。
井
伊
子
爵
家
御
蔵
品
入
札
』

Ｎｏ
‐６
、
大
正
八
年

一
二
月
八
日
、
於
東
京
美
術
倶
楽
部
）
、
「野
馬
図
」
亀
中
国

。
日
本
絵
画
名
品
展
』

Ｎ。
３５
、
於
板
橋
区
立
美
術
館
、
昭
和
五
七
年
五
月

一
五
日
～
六
月
六
日
）
等
が
遇
目
さ
れ
た
。

⑩
　
山
下
善
也

「狩
野
探
幽
は
じ
め
江
戸
狩
野
三
六
名
合
作
の

《
牛
馬
図
》
双
幅
」
亀
静
岡
県
立
美
術
館

紀
要
』
第

一
七
号
、
平
成

一
四
年
三
月
三

一
日
刊
）

０
　
五
十
嵐
公

一
「森
狙
仙
に
関
す
る
二
、
三
の
こ
と
」

号
、
平
成
九
年
三
月
三

一
日
刊
）

挿
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
文
献
よ
り
転
載
し
ま
し
た
。 亀

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
　
塵
界
』
第
九
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The Development of Osaka Painting(Circles and the Kano School:

Looking at Mo」i Susen and his Monochrome Horsc Paintings

KIMURA Shigekazu

Abstract:  Painting circles in Osaka were fomed graduaHy in the early 18th century. 'They were developed

by Tachibana MoHkuni, Ooka Shunboku and Yoshilnura Shuuzan, etc., who studied under the Kano school.

Thelr teacher was Tsumsawa Tanzan, who studied under Kano Tan'yu ln Edo and became active ln Kyoto.

Some painters who had been well trained under Tanzan brought up thcir pupils in C)saka and introduccd a wide

development into the schools of Tachibana, Ooka, Yoshilnura and Mori. On the other hand, following the ex―

ample of Sesshuu,Mori Sosen produced monochrome horses in ink,in his case on screcns.

In this paper,I examine the development of these schools in Osaka and the characte五 stic suttectS Of their

palntings.

(76)




